
大学体育研究 32・59-61. 2010 プロジ‘ェクト

知の競争時代における大学体育モデルの

再構築に関する実践的訴究の概要

SPE丹下(Spo市&Physical Education Renovation in Tsukuba)プロジェクト

高木英樹

上プロジェクトの背景

社会構造の変化に伴って、大学を取り巻

く環境は大きく変わりつつある O たとえば

18歳人口の減少に伴う大学金入時代の到

来日あるいは、行財政システム・スリム化

の一環とされる国立大学の独立法人化。こ

れ以外にも様々な要因が加わり、大学問の

競争はますます激化している O さらに大学

に求められる役割も従来のマスプロ教育を

通じた「均質的で基礎学力に媛れた人材の

大量供給Jから、カリキュラムの実質化に

よる「創造的で郎戦力となる人材供給Jへ
と変化しつつある o f知の競争時代j と言

われる今日、大学はまさに学生を教育する

力(教育力)が向われている D ではその大

学教育の中で、教養教育としての体育(大

学体育)はどう位置づくべきであろうか?

かつて大学設置基準の大綱化の前夜

(1991年頃)、「大学体育Jに関しても盛ん

に議論がなされたが、その本質はいかに職

域としての f大学体育」を守るかが焦眉の

的であった。議論の末、多くの大学で f大

学体育jは残ることになったが、 15年以

上の年月を経て、今日の「知の競争時代J

にあって「大学体育Jが十分に役説を果た

してきたかは、未だ検証されていない。今

後も大学の「教育力」を担うセクションと

して「大学体育Jが存在し続けるためには、

これまでの実嬢を客観的に評価・総括した

-59-

上で、現代のニーズに適合した f大学体育j

のモデルを再構築し、その効果を検証する

必要があると忠われる O

11.プ口ジ工クトの呂的

本プロジェクトは、体育センターの

員が取り組み、 4ヵ年をかけて次の 3つの

項目について実践1:1守な研究を行うものであ

るO

1 )過去における f大学体育」の成果およ

び問題点を総括し、「大学体育 jモデ

jレを再構築するi祭の基礎資料を得る

2) 1) の研究成果や先進事例に関する情

報をもとに、現代ニーズに合った「大

学体育jの基本理念の再構築に取り組

み、カリキュラムの作成を行う

4)再構築されたモデルに基づく「大学体

育Jの新カリキュラムに関して、その

実践および客観的な証拠(エピデンス)

による検証を行う

111.プロジェクトの研究組織と取組

本プロジェクトでは、 3つの目的を達成

するために、以下の 3つの研究グループを

編成し、相互に連携を図るためにコア会議

を設け、円滑な研究推進を図る(1翠 l参照)。

G1 :過去の総括(リーダー:金谷、松田)

過去の「大学体育」を総括するために、「大

学体育j全般に関する刊行物や筑波大学体



IKll 研究組織図

Tfセンターが作成した研究資料に基づいて

文献研究を進めると同時に、これまで筑波

大学の f大学体育j深くかかわってきた人

物へのインタビュー調査を実施し、 H寺代背

景や社会情勢と関連して{大学体育Jの埋

念やカリキュラムがどう変遷してきたかを

rY1らかにする O

さらに、筑波大学の卒業生を対象として、

I~I 分が受講した[大学体育J 授業に関する

調査を行い、これまでの「大学体育jの成

果や問題点を総括する O

G2:モデルの再構築(1)ーダー:鍋倉)

「大学教育における身体的教養」、 f生涯

スポーツの獲得J、「健-康の維持増進の手

段j などの枠組みの ~:I=lで、「大学体育」が

どのように位置づき、そこに求められる理

念は何であるのかを明らかにするために、

様々な文献や先進的な取組事例をもとに

デイスカッションすることで、現代ニーズ

にマッチした(あるいはあえて現代にそぐ

わない) I大学体育Jのあるべき姿を提示

する。さらに、その「大学体育jのあるべ

き姿を具現化するためのカリキュラムの作

成に取り組み、学外の「大学体育j関係者

へも提示する。
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G3:新カリキュラムの検証(リーダー:

大森)

再構築されたモデルに基づく新カリキュ

ラムを実施し、その効果を客観的な証拠(エ

ピデンス)に基づき評価するための評価

方法の開発に取り組む。開発に当たっては、

教科教育学や運動生理学、運動心理学、バ

イオメカニクスなど様々な研究領域の知見

をもとに、これまでと違った観点から「大

学体育Jの評価を実施する。

IV.プ口ジェクトで期待される成果

これまでも f大学体育」の授業内容に関

する授業評価等は、数多く報告されてき

ている O しかしながら、卒業後の人生の中

で「大学体育Jがどのように位置付けられ、

影響を及ぼしたかを追跡調査した報告など

はほとんど見られない。多くの大学では「生

涯体育jを教育器標に掲げて授業を展開し

ているが、実際に生涯にわたってスポーツ

の楽しさを享受し続けているか否かについ

て、実際に検証する必要があるにもかかわ

らず、これまで行われてこなかった。さら

に多くの大学では、「大学体育Jの授業評

価に関しては、「概ね良好Jとする結果が

見られる O しかし卒業後、何年か経過した



後に客観的な視座から[大学体育 jを再評

錯しようとする試みは蔀例がな'-"0 これは

長い白でみた「大学体育jの教育力を判定

しようという試みであ乃、「大学体育j関

係者全員にとっても大変意義深く、現場サ

イドで見落としがちな観点の掘り慈しに大

変有用である O また 1990年代議手、大学

設置基準大縮化がi議論された際、「大学体

育jの存続をかけた理論武装の一環として

「大学体育」の理念について議論されたが、

15年の議月を経て、現代的ニーズとのず

れが生じ、 f大学体育jの開念そのものも

再検討を要する時期にきていると思われる O

よって本プロジェクトにおいて過去の[大

学体育」の総括を行い、その結果を路まえ

-61-

て新しい f大学体育」の枠組み作りに取り

組むことは現代的急務であり、歴史的な意

義を有するものと患われる O

さらに過去の総括をもとに、新たな「大

のカリキュラムを{乍)!立し、学内外

に示すことは筑波大学体育センターのプレ

ゼンスを高めるために大いに武献するもと

と忠われる O 加えて、ただ新カリキュラム

を実践するだけに紫まらず、その効果を d存

観的な提点から評制liし、証拠(エピデンス)

として提示できれば、筑波大f苧i々における

体育センターの存在怠義に留まらず、大学

における子大学体育Jの位前づけ

を戸Jt¥させるために有誌と考えられる。
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